
 

 

令和のハイブリッド 

埼玉県における感染症拡大防止のための緊

急事態宣言が解除されました。新規感染者数

の減少や医療機関の逼迫が改善されてきたこ

とは、これまで様々な生活様式の変化に対応

してきたことの成果だと感じています。一方

で、感染症の特性や新しくブレークスルー感

染といった言葉が使われるように、まだまだ

感染症への警戒の手を緩められる状況ではあ

りません。 

本校では、OMO 型分散登校でのハイブリッ

ド授業、対面、オンラインを分けた授業等、

新座市の方針に則って、本校の感染拡大状況

を踏まえて対応してまいりました。大変ご多

用の中、保護者の皆様には、時間の調整や登

下校の送迎等、ご配慮いただき、ありがとう

ございました。地域の皆様には、１日に２回

ずつの登下校の見守りを積極的に行っていた

だき、安全安心の石神地区に、多大なるご尽

力をいただきました。ありがとうございまし

た。心より感謝申し上げます。 

（SDGｓ１７） 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校のオンライン授業は、学年で行いまし

た。配信機材が、学級

数には届かず、今でき

ることで最善の方法

を考えました。３名の

学年の教員がチーム

となり、１名は授業、

１名は登校している児童の支援、１名はオン

ラインで家庭にいる児

童の支援をできる限り

行いました。学校での

対面授業のようにはい

きませんが、徐々に思

考の時間を多くとった

り、資料を充実させたり、ジャムボードとい

う機能を使って話し

合いの場を設定した

りしました。 

情報モラルの指導

も、継続してまいりま

す。（SDGｓ４） 
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オンライン授業の成果と課題 

 新座市のオンライン授業は、全校で感染症拡大防止のための分散登校と学びの継続を実現す

るものとなりました。どのような社会情勢であっても、学びを継続することができました。 

しかし、家庭でのオンライン授業には、タブレット使用の習熟や環境に差が見られ、保護者

の皆様のご支援に支えられた実現となりました。タブレットやタッチペンの使用の仕方にも課

題が見られました。 

本校では、緊急事態宣言下での実施の他、定期的にオンライン授業を実施したり、タブレッ

トによる家庭学習を行ったりしていきます。学校内の WI-FI 環境も、さらに整えていくよう、

要望をしています。オンライン授業の在り方についても、研究を続けています。残念ながら、

Web カメラの焦点が合いにくい、無線のマイクがないため、授業の声が聞きとりにくい等、学

校現場だけでは解決できない課題もたくさんあります。また、対面時のような支援が行えない

という物理的な課題も感じました。 

それらを踏まえ、引き続き保護者の皆様と連携しながら、学びの継続を推進してまいります。 

タッチペンにつきましては、学校より一律に貸与しています。破損も増えており、予備のもの

もないことから、破損した場合は、２００円で補充をお願いしたいと思います。今後、該当の

お子様には、封筒にてご連絡をいたします。ご理解、ご協力の程、よろしくお願いいたします。

（SDGｓ４、１７） 
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